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（水）外国語活動授業研究会から ～

本校では、左のテーマを掲げ、

授業改善に取り組んでいます。

定着し始めた子どもたちに、授業

し、友達の名前がたくさん出てく

しいと考えました。

のような授業を目指しています。

動の授業を本格的に始める中で、

見て取れたことがあります。

ムをすることを楽しみにしている。

ない、相手の言っていることがわ

ら英語で話すのは、はずかしい。

の英語が相手に通じたときの喜び

です。

的にコミュニケーション

するものです。

に盛り込むことにしました。
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①自己評価

学習カードで、１時間

のがんばりをふり返る。

②相互評価

友達のよさも合わせ

て記入し、発表し合う。

③課題の設定

自分たちの願いから、

次時の課題を設定する。



６学年の２学級で授業を公開し、全職

員で研究会を行いました。

あいさつでは、コミュニケーションの基本。

６年生の授業から
導入
“How are you？”でお互いを気遣います。続いて

「GO GO ゲーム」でウォーミングアップ。先生や

友達の指示「Go straight.」（まっすぐ）「Turn right.」
（右に曲がって）「Turn left.」（左に曲がって）を聴
いて、繰り返して言いながら体を動かしました。

まず、先生がこの時間の合言葉を提示課題把握

Go straight.
しました。それは、「気持ちのよい」です。上手

に「道案内ゲーム」をするには、英語のうまさだけ

でなく、まずは、相手への気遣いが必要です。

【案内するとき】①伝わる声の大きさで話す。 
②相手の反応を確かめながら、はっきりと話す。 

【聴くとき】①相づちをうつ。（O.K.） ②お礼を言う。（Thank you.）
前の時間に覚えた「Where is ～？」の表現を使って、レストランや交番、

郵便局などへの行き方を聴かれると、「GO GOゲーム」で用いた表現をもと

に案内をし、気持ちのよい話し方、聴き方を練習しました。この時間でも使

用する表現を確認・練習し、次のゲームへの期待感を高めました。

さあ、この時間のメインは「道案内ゲーム」を発
コミュニケーション活動
展させた「どこにいるのゲーム」です。はじめに、先生とゲームの確認を

しました。相手の指示にしたがって地図をたど

り、相手のいる場所を言い当てるゲームです。

いよいよペアを作り、友達同士でゲームを開

始。うまく伝わったり、わかったりすると、自

然と笑顔が浮かび、拍手が生まれます。

活動を終え、学習カードにまとめ

Go straight.

Turn left.

Go straight. I see,
ふり返り
を書き、がんばったことをふり返りました。学

習カードには、友達の名前とそのよさが書かれ、成果を分かち合うことがで

きました。英語で話す活動の時間と、ふりかえりの時間をたっぷりととるこ

とで、成就感や満足感が高まりまることがわかりました。

２学級ともに、すがすがしい授業でした。それは、友達を自然に心遣い、

伝え合い、学び合いをしていたからです。よい授業がよい学級をつくります。

Finished. it’s a school


